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1 はじめに

自分の世代では親の世代よりも平均身長が高くなったと

言われている．そのことが本当に正しいのかを検証するた

めに，実際にそれぞれの世代での身長の統計データを利用

し，2つの世代の身長の違いを各年齢ごとに分析した．使

用したデータは文部科学省の学校保健統計調査である．

学校保健統計調査は，明治 33 年に生徒児童身体検査統

計として始まり，幼稚園，小学校，中学校，高等学校に在

籍する満 5歳から 4月 1日時点での 17歳までの児童・生

徒を対象に児童・生徒の発育・健康状態を明らかにするこ

とを目的とした調査である．[1]．現在では，昭和 23年度

から平成 30 年度までの年齢別，都市別の身長・体重の平

均値・標準偏差，年齢別分布，疾病率等が公開されている

[2]．

分析した結果，まず，身長の分布は自分の世代でも親の

世代でもおおむね正規分布に従い，平均身長が高くなった

ことが確認できた．また，単に自分の世代の身長の分布が

親の世代よりも全体的に背が高い方にずれたということで

はないと分かった．以下，それについて詳述する．

2 昭和 52年度と平成 16年度の比較

学校保健統計調査において，年齢別の身長の分布が公開

されているのは，昭和 52 年度からである．昭和 57年度以

前は各年齢ごとにそれぞれの身長の人数が示されている．

また，昭和 58 年度以降はそれぞれの身長の人数の割合が

示されている．

2.1 正規Q-Qプロットの比較

平成 16 年度の小学校 1 年生が高校 3 年生になるまで，

昭和 52年度の小学校 1年生が高校 3年生になるまでの身

長の分布を年代ごとに性別・年齢別で分布を比較し，自分

と親の世代での成長にどのような差があるのかを調べてい

く．

　男子のそれぞれの年齢での正規 Q-Qプロット [3]は図 1

のようになった．

　図中の赤の +は平成 16年度での小学校 1年生，緑の×

は昭和 52年度での小学校 5年生のデータである．

どの年齢でも背が高い人の分布が少し直線からずれてい

るが，ほぼ直線上にデータが並んでいる．このことから，

おおむね正規分布に従っているのではないかと考えられ

る．

　昭和 53年度での小学校 1年生と平成 16年度での小学校

1年生のデータはほぼ一致した．しかし，図 1ではの身長

が低いところは一致しているが高くなるほど差が広がって

いる．この差は小学校 1年生から成長していくにつれて大
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図 1 小学校 5年生男子

きくなり，小学校 5年生をピークに小さくなっていくこと

がわかった．図 1では，平成 16 年度の分布のほうが傾き

が大きくなっているため，分散が大きくなっていることが

わかる．親の世代と比べて自分の年代のほうが全体的に身

長が高くなったのではなく，背が高い人の割合が増えてい

ることが考えられる．

2.2 歪度の比較

女子の場合も正規 Q-Q プロットを得た結果，ほぼ直線

になったため，おおむね正規分布であるといえる．しかし，

男子のように世代の差はあまりみられなかった．そこで歪

度を計算したところ自分の世代と親の世代での歪度の関係

は図 2のようになった．
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図 2 女子の歪度

正規 Q-Q プロットで分布を表すだけではわからなかっ

たが，歪度を比較すると中学 2 年生から高校 3 年生で親

の世代では負だが，自分の世代では正となった．これによ

り，女子も男子と同様に親の世代よりも自分の世代のほう

が背が高い人が増えていることがわかる．

2.3 分散の比較

歪度に変わる指標として分散を考えた．平均値を基準

としてヒストグラムの右側，左側の分散を比較する．正規
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Q-Qプロットや歪度の比較の結果から，自分の世代では背

が高い人の割合が親の世代よりも増えているため，背が低

い方の分散と高い方の分散では高い方が大きくなるのでは

ないかと考えられる．男子での背が高い方の分散と低い方

の分散の差は以下のようになった．
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図 3 男子の分散

分散の比較でも正規 Q-Q プロットや歪度の比較とほぼ

同じような結果が得られた．しかし，小学校 6年生と中学

校 1年生では自分の世代よりも親の世代のほうが背が高い

人の割合が大きいという結果になった．これはこの 2つの

世代での成長の違いにあるとのではないかと考えられる．

2.4 成長の比較

分散の比較から成長の違いが関係していることがわかっ

たため，成長の比較を箱ひげ図 (図 4，図 5)を利用して行

う．自分の世代と親の世代での成長期はそれぞれ，データ

の散らばりが大きい小学校 5年生と 6年生，小学校 6年生

と中学校 1年生であることが確認できた．成長期の違いに

より，分散の比較で得られた結果となったと考えられる．
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図 4 自分の世代の箱ひげ図

3 考察

身長の分布を正規 Q-Q プロットにすることで年代の違

いが顕著に表され，どんな特徴があるのかがわかりやすく

なった．また，歪度や分散の違いを調べることで正規 Q-Q

プロットではわからないような特徴を捉えることができ

た．親の世代と自分の世代の身長を比べると，親の世代よ

り男子も女子も背が高い人が増えていることがわかった．

　身長を決める要因は遺伝が 80％，残りの 20％は生活習
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図 5 親の世代の箱ひげ図

慣であるといわれている [4]．生活習慣としては，食生活や

健康状態があげられる．近年では，平均身長の伸びが以前

よりも緩やかになっていることが発表されており，今後は

今よりも平均身長が低くなっていくのではないかという考

えもある．今の若者は，夜遅くまでの勉強や，スマホなど

の普及により，夜更しする人が多くなっているため，睡眠

時間が低下していることが原因ではないかと考えられる．

これらのことから，やはり生活習慣が成長を左右している

と推測できる．

　親の世代と比べると，ベッドで寝る人の割合が増え，質

の良い睡眠がとれるようになったことや，身長が伸びるた

めに必要な栄養などの情報が増えた．これらが背が高い人

の割合が増えたことの要因ではないかと推測する．

4 おわりに

成長期が過ぎた後は，自分の世代では分布の対称性から

のずれが親の世代よりも大きくなっていることが分かっ

た．成長期は対数正規分布に従うという考え方もある [5]．

自分の世代では成長期が過ぎた後も対数正規分布に従うの

かもしれないと考えられる．正規分布に従うのか対数正規

分布に従うのかを検証することが今後の課題である．
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